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0. はじめに 
沖縄本島中南部方言(以下中南部方言)には助動詞リーンを用いた受身表現が存在するが、詳細
な用法については明らかにされていない。津波古(1992)は沖縄中南部方言についての概説であり、
この中で中南部方言の受身に関して簡潔に記述がなされている。 
 動作の受け手が主語に、動作のし手が補語になる受け身構造の文であれば、述語には、kamariːɴ＜
kamarijuɴ「食べられる」、kamaQtaɴ＜kamaritaɴ「食べられた」のように、-ariːɴ、-aQtaɴ の接尾辞を
もつ受け身動詞が現れてくる。 
(津波古 1992: 381 引用) 
本稿では、リーンを用いた受身表現において、動作主を標示する際に使用される格助詞にはど
のようなものがあるか・直接/間接受身は共通語と同程度に使用されるか・中南部方言と共通語
で同じ意味の文を表現した時に違いは生じるかという 3 点について述べる。なお、例文番号や表
の番号・タイトルは全て筆者によるものである。 
 
1. 先行研究 
ここではまず寺村(1982)を用いて共通語の受身表現の概要を見た後、永田(1996)より、奄美・
沖縄の他の方言の受身表現について言及している部分を載せる。さらに 野原(1998)に載ってい
る那覇方言の格助詞の中から、受身の動作主の標示に関連するものをまとめた。 
1.1. 寺村(1982) 
 2種類の受身文と格助詞について、寺村(1982)の記述を要約する。 
 
 日本語の受動態の表現の中には 2 つのかなり異なる型のものがある。  
(1)直孝ハ祖母ニ育テラレタ                      (2)直孝ハ五歳ノトキ父母ニ死ナレタ 
(3)アーサー王子ハ両親ヲ、ラビック王ニ殺サレタ 
(1)は、主格に立つ名詞が述語動詞の語幹によって表される動作の直接影響を受けるものであ
るという意味的特徴と、「Y ガ X ヲ(ニ) ～スル」という対応する能動表現を持つという構文的
特徴の両方を持つ。このようなタイプの受身文を「直接受身」と呼ぶ。一方、(2)と(3)は、主格
補語の受ける影響が間接的であるという点と、対応する能動表現を持たないという点において共
通している。これらのようなタイプの受身文を「間接受身1」と呼ぶ。 
                                                        
1
 本稿では間接受身のうち、(2)のように自動詞による受身を「自動詞の受身」、(3)のように主語の所有物が
動作の影響を受ける受身文を「持ち主の受身」、「持ち主の受身」を除いた他動詞による間接受身を「他動
詞による迷惑受身」と呼ぶ。 
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(寺村 1982: 214-215 要約) 
寺村(1982)では、共通語の動詞を、二者の関係を表す動詞・移動の動詞・授受の動詞・変化の
動詞・「入レル・出ス」類の動詞・「変エル」類の動詞・コトを補語としてとる動詞の7種類に
分類し、直接受身の語用的条件を考察している。ここでは、その中でも比較的直接受身を作りや
すい「二者の関係を表す動詞」の、受身の動作主の格について記述する。 
 
「対象」というのを、とにかく主体(この場合動作の仕手)X と相対する実態(人、もの、観念)Y
というふうに広く解し、その実態をさす名詞がとる格助詞という点から見たとき、次の 3 つのタ
イプがある。 
A. Y ヲ 殺ス、愛スル、･･･(Y は主体の働きかける「客体」) 
B. Y ニ 会ウ、賛成スル、･･･(Y は主体の対面する「相手」) 
C. Y ト 結婚スル、衝突スル、･･･(Y は相互動作の「片方」) 
C のタイプの動詞については直接受身を作ることはできない。ただし、この類の動詞のうち、
「Y ニ」となるもの、衝突スル、相談スルなどは、Y を主格にとり立てて受身を作ることができ
る。その場合は上の B の場合と同じように考えればよいだろう。ここからは A と B の動詞につ
いて見ていく。A の動詞は全て直接受身に転じうる。主体の「客体」に対する「働きかけ」の仕
方には三つの型があり、その型の違いが、全体を受動態に転じたときに、発動者、つまり能動文
における仕手のとる助詞の違いに反映している。まず A1 タイプは、動作主 X が、客体 Y に対
して、物理的、心理的に働きかけ、それによって Y が直接何らかの影響を受ける、そういう関
係の仕方を表すものである。次に A2 タイプは、客体 Y を目ざしての感情の動きや感覚の働きを
表すものである。そして A3 タイプは、「その動作の結果、これまで存在しなかったものが出現
する」そういう動作、作業を表すものである。 
(寺村 1982: 219-223 要約) 
表 1: A タイプの動詞のとる助詞 
「働きかけ」の種類 「客体」
の種類 
動作主のとる助詞 動詞 
ニ カラ ニヨッテ 
1)物理的・心理的働きかけ 受け手 ○ × △ 殺ス、育テル、･･･ 
2)感情・感覚の動き 目当て ○ ○ × 愛スル、嫌ウ、･･･ 
3)創造 作品 × × ○ 建テル、作ル、･･･ 
(寺村 1982: 226 の表を引用) 
 B タイプの動詞は、いずれも「相手」Y が「ニ」をとる点で共通し、A の「～ヲ～スル」の類、
C の「～ト～スル」の類と区別される。一部を除きほとんど直接受身になる。まず B1 タイプは、
先の A タイプ「働きかけ」と同様、相手に物理的影響を与えるものである。次に B2 タイプは、
相手に働きかけるというよりは、相手に対して主体が何らかの態度をとることを表すものである。
次に B3 タイプは、恋する、感謝するなどのように感情を表すものである。そして B4 タイプは、
相談する、当たる、ぶつかるなどのように、相互動作に一歩近づき、それゆえ相手が(片方の)「～
ト」という形をとることもあるものである。 
(寺村 1982: 226-227 要約) 
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表 2: B タイプの動詞のとる助詞 
「働きかけ」の種類 「相手」
の種類 
動作主のとる助詞 動詞 
ニ カラ ニヨッテ 
1)物理的・心理的働きかけ 受け手 ○ × △ カミツク、サワル、･･･ 
2)相手に対する主体の態度 相手 ○ × △ 賛成スル、逆ラウ、･･･ 
3)感情 目当て ○ ○ × 恋スル、感謝スル、･･･ 
(寺村 1982: 226 を参考に筆者が作成) 
 なお、B4 タイプの動詞がとる助詞に関しては記述が無かったため、表には載せていない。 
 
1.2. 永田(1996) 
永田(1996)は琉球地方の新方言2のアクセントや文法について書かれた文献である。奄美大島戸
口方言、宮古島平良
ひ ら ら
方言、石垣島石垣方言、西表島祖納
そ な い
方言の 4つの方言を扱っている。永田(1996: 
69-101)によれば、上記の 4 つの方言には、迷惑の受身(自動詞の受身)は存在せず、祖納方言での
み若年層が自動詞の受身を使用している。 
 
1.3. 野原(1998) 
野原(1998)は琉球諸方言の助詞について記述している。以下の表に、沖縄那覇方言の助詞の中
で受身の動作主の格助詞になり得るものをまとめた。 
表 3: 受身の動作主を示す格助詞になり得るもの 
ンカイ・ 
ナカイ 
場所、状態、目標、到着点、目的、対象、動作主、比較等の基準、方法などを表す。ナカ
イは明治生まれの老年層に多い。 
ニ、ネー 場所、状態、対象、動作主、比較・度合いなどの基準、方法、時・場合、逆接、並列など
を表す。ンカイと極めて似た機能を持つ。また、沖縄北部方言にはナイやネーという格助
詞があり、那覇方言で言うところのニやンカイと似た機能を持っている。 
(野原 1998: 54-63 を参考に筆者が作成) 
 
1.3. 先行研究の問題点 
 リーンの受身用法に関する詳細な記述が無いため、作ることができる受身文の種類や動作主を
標示する格助詞の使い分けが不明確である。永田(1996)は中南部方言以外の複数の方言で自動詞
の受身が存在しないかのように述べているが、実際に中南部方言でどうであるかは不明である。 
 
2. 受身文の種類と格助詞に関するテキスト調査 
卒業論文では、2 つの調査(テキスト調査、コンサルタント調査)を行った。テキスト調査は、
受身の動作主を示す格助詞にはどのようなものがあるのか、どのような受身文が使われるかを把
握することを目的とした。コンサルタント調査では、寺村(1982)の動詞分類と例文を参考に筆者
                                                        
2
 永田(1996: 10-11)では、「全国共通語を模倣したが在来方言からの干渉によって結果的に琉球独特になる
ことが不可避であった共通語」(従来ウチナーヤマトグチと呼ばれているもの)を「琉球独特の共通語」とし
て「新方言」と呼び、「新方言」に対して「在来方言」のことを「旧方言」と呼んでいる。 
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が作成した共通語の 14 の例文を、2 人のコンサルタントに中南部方言に訳してもらい、使用さ
れる格助詞と受身文の種類を調査した。本稿では紙幅の都合上、テキスト調査の概要のみを示す。 
 
2.1. 調査方法 
 この調査では、中南部方言で書かれた 4 種類のテキスト(①・③・④・⑤)を用いて、そこから
受身のリーンが使われている用例を手作業で抜き出し、分析する。分析する際には、どのような
格助詞が使われているか、直接受身か間接受身か、中南部方言と共通語の間で表現の仕方に違い
はないか、の 3 点を見る。用例には「中南部方言のみ受身であるもの」と「共通語のみ受身であ
るもの」と「方言と共通語の両方とも受身であるもの(以下、両方とも受身であるもの)」の 3 タ
イプがある。格助詞の分析と、直接/間接受身の分析の際には「方言のみ受身であるもの」と「両
方とも受身であるもの」の 2 タイプを対象とした。中南部方言と共通語間の表現の違いに関する
分析の際には、「方言のみ受身であるもの」と「共通語のみ受身であるもの」を対象とした。使
用した資料は以下の通りである。①は共通語を中南部方言に訳したテキストであり、②はその共
通語で書かれた原作である。③と④は中南部方言の談話記録のテキストで、共通語訳も書かれて
いる。⑤は民話を語ったものを記録したテキストであり、共通語訳も書かれている。 
①夏目漱石原作 宜志政信訳 『吾んねー猫どぅやる 完結編』全 369 ページ 
②夏目漱石 『吾輩は猫である』7 章～11 章 257-545 
③国立国語研究所 『方言談話資料(6) ―鳥取・愛媛・宮崎・沖縄―』うち 77 ページ 
④国立国語研究所 『方言談話資料(8) ―老年層と若年層との会話―』うち 49 ページ 
⑤伊芸弘子編 『昔話研究資料叢書別巻 沖縄・首里の昔話』全 271 ページ 
なお、例文を提示する際、①の方言訳に対する共通語の文は②より該当箇所を引用し「 」内
に示すが、方言訳が②の意訳となっている場合には筆者による逐語訳を〔 〕内に示す。③、④、
⑤も同様に、方言の談話に対する共通語訳は記載されているものを引用し「 」内に示すが、意
訳となっている場合には筆者による逐語訳を〔 〕内に示す。 
 
2.2. 調査結果 
2.1 で述べた分析の際の 3 つの観点に従い調査結果とその詳細を以下にまとめた。 
2.2.1. 格助詞について 
動作主を示す格助詞についての考察を行う。まず、テキスト調査において収集された格助詞の
用例を表 4 に示した。 
表 4: 格助詞の調査結果 
 ナカイ ンカイ ニ ネー カラ ニユティ 明示無し 計 
① 0 11 41 3 18 5 191 269 
③ 0 2 0 0 0 0 12 14 
④ 1 0 2 0 0 0 17 20 
⑤ 1 9 28 2 3 0 127 170 
計 2(0.4%) 22(5%) 71(15%) 5(1%) 21(4%) 5(1%) 347(74%) 473(100%) 
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動作主が明示されていないものは「明示無し」に分類した。ナカイ(0.3%)を除き、パーセンテ
ージについては小数第一位を四捨五入して示した。また、各例文末にどのテキストからの出典で
あるかを記した。ここからは格助詞別にどのタイプの動詞と共起しているか見る。動詞のタイプ
は寺村(1982)による分類に従い、本稿ではンカイ・ニ・カラの 3 つに関して述べる。 
ンカイ、ニ 
表 5: ンカイを使用する動詞のタイプ  表 6: ニを使用する動詞のタイプ 
 A1 A2 B1 コトを
補語 
自
動
詞 
計  A1 A2 B1 コトを
補語 
持
ち
主 
自
動
詞 
計 
① 7 2 1 0 1 11 ① 28 5 1 0 5 2 41 
③ 2 0 0 0 0 2 ④ 2 0 0 0 0 0 2 
⑤ 4 1 0 4 0 9 ⑤ 11 11 0 3 3 0 28 
計 13 3 1 4 1 22 計 41 16 1 3 8 2 71 
動作主の標示にンカイとニを使った文の動詞のタイプは表の通りである。いずれも幅広いタイ
プの動詞に使われることがわかる。また、A3 タイプとは共起していないことから、共通語の「に
よって」とは似ていないと考えられる。共通語訳でンカイとニに相当する格助詞はすべて「に」
だった。 
A1 タイプの例 
(4)公事
く ー じ
んかい知
し
らりーねー、 (⑤)   「公事に知られてしまうと、」 
(5)wattaː kempeini ʔwaːtteː wuːi sattaŋ joː (④) 
「私らは憲兵によく追いまわされたりしたものです。」 
自動詞の受け身の例 
(6)主人や盗人
ぬ す る
んかい逃
ひ
んぎらったれー、またん盗人
ぬ す る
どーい！し大声
まぎくぃー
し叫
あ
びやがちー、追
う
い回
まー
ち
行ちゅん。 (①) 
〔主人は盗人に逃げられたので･･･〕 
「主人はぬすっとうが大に成功したので、又もぬすっとうと高く叫びながら追いかけて行く。」 
ニは持ち主の受身にも使えるという点において、ンカイよりも共通語の「に」に近いとも考え
られる。一方で、ニとンカイが非常に似通っていることを示す例もあった。 
(7)他人
ち ゅ
にん知りらんまーどう、 (⑤)  「他人に知られないうちに、」 
(8)手
てぃ
さーに招
まに
ちーねー、他人
ゆ す
んかい知
し
りーくとぅ、 (⑤) 
「手で招けば、他人に知られるので、」 
 この 2 例は、動詞も動作主となっている名詞も同じであるが、動作主を示す格助詞はニとンカ
イで別のものが使われている。(8)は民話の中の登場人物が詠んだ歌の一部であるため、語感を
重視してンカイを選んだとも考えられる。つまり、ニとンカイの機能は似通っており、動詞のタ
イプよりも動作主の名詞や動詞の、音や語感が使い分けの大きな基準となっているという可能性
がある。なお、音によるニとンカイの使い分けはコンサルタント調査においても確認された。 
カラ 
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表 7: カラの使われる受身文の動詞のタイプ 
カラを使って動作主を標示した動
詞のタイプは表の通りである。カラは
もともと中南部方言において動作主
を示す働きを持っていない。①は共通
語の翻訳であるため、原作の影響を大
きく受け、様々な動詞のタイプにカラ
が使われていると考えられる。一方で、テキスト⑤では A1 タイプの例のみ見受けられた。 
(9)他村
た し ま
からん荒
あ
らさりーい、 (⑤)  「他村から荒されるし、」 
(10) 上
うぃー
うぃからん引上
ひちあぎ
らりーるむんぬ、 (⑤)  「上流に引きあげられてしまうし、」 
(11)公事
く ー じ
から許
ゆる
さっとーてーるぐとーんてーやー。 (⑤)  「公事から許されたそうだよ。」 
 この 3 例に共通することは、動作主がいずれも「他村」「上流(階級)」「公事」と、特定の
個人というよりは集団に近いということである。さらに、このようなカラの使用はコンサルタン
ト調査においても確認された。ここで、格助詞に関する調査をまとめると次の図のようになる。 
 
図 1: 格助詞と動詞のタイプ 
2.2.2. 直接受身と間接受身について 
表 8: 直接受身/ 間接受身の調査結果 
テキスト調査で確認された受身の
用例を直接受身と間接受身に分類す
ると表 8 のようになる。なお、どち
らか判断できなかった用例は不明と
し、分析の対象からは外した。①で
は間接受身の例が 14 例見られた。こ
のうち、4 例は「中南部方言のみ受身」
であった。③・④では間接受身の使
 A1 A2 B4 授受 入れる・
出す 
コトを
補語 
計 
① 8 2 1 3 1 3 18 
⑤ 3 0 0 0 0 0 3 
計 11 2 1 3 1 3 21 
 直接受身 間接受身(持ち主/ 自動
詞/ 他動詞による迷惑) 
不明 計 
① 247 14(8/ 6/ 0) 8 269 
③ 14 0 0 14 
④ 20 0 0 20 
⑤ 160 8(5/ 0/ 3) 2 170 
計 441 22(13/ 7/ 2) 10 473 
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用例が確認されなかったため、中南部方言の自然談話では間接受身は使用されにくいと考えられ
る。⑤では少数ではあるが間接受身の例があった。 
自動詞の受身の例 
(12)夏
なち
やてぃん夜露
ゆ ち ゆ
や毒
どぅく
やん。うぬ上、霜
しむ
に降
ふ
らってぃ軒 下
かじらまーい
んじ立ち明かちょーてぃ日の出
てぃーだぬぶい
待っちゅーしぇー、 (①) 
〔夏でも夜露は毒だ。その上、霜に降られて軒下で立ち明かして、日の出を待つのは、〕 
「夏だって夜露は毒だ。況んや霜に於てをやで、軒下に立ち明かして、日の出を待つのは、」 
(12)は、原文が自動詞の受身ではないにも関わらず翻訳で自動詞の受身が使われている。 
 
他動詞による迷惑受身の例 
(13)なー閂
きーし
くみらってぃ、出
い
じーるくとーならんくとぅ、 (⑤) 
「もう閂をかけられてしまい、出られなくなったので、」 
 
 中南部方言において、間接受身については、持ち主の受身は共通語と同程度に使用されると考
えてよい。自動詞の受身は限られた動詞(降る、逃げるなど)のみ使われそうである。他動詞によ
る迷惑受身は⑤でのみ確認されたため、幅広い動詞に使えるとは言えないが、これも限られた範
囲の動詞で使えるだろう。コンサルタント調査では、A3 タイプが直接受身になりにくいことや、
授受タイプの動詞は受身にするよりも能動文で授受動詞を使う方が好まれることがわかった。 
 
2.2.3. 中南部方言と共通語の表現の違いについて 
表 9: 中南部方言と共通語の表現の違い 
ここでは中南部方言のみ受身である文と共通語
のみ受身である文について、それぞれについての特
徴を述べる。それぞれのテキストで確認された用例
の数は表 9 の通りである。「中南部方言のみ受身」
の合計の用例数と「共通語のみ受身」の合計の用例
数には大きな差は無いが、共通語から方言への翻訳
である①は「中南部方言のみ受身」が圧倒的に多く、
方言から共通語への翻訳である④・⑤では「共通語のみ受身」の方が数が多い。本稿では「方言
のみ受身」についてのみ考察を述べる。 
中南部方言のみ受身である文は、大きく分けて 3 タイプに分類できる。一つ目は、①のテキス
トに見られたタイプで、共通語の言い回しを直訳すると不自然になるものである(例文は割愛す
る)。二つ目は、共通語で使われる自動詞が中南部方言には存在していないため、他動詞の受身
の形を使って表現するタイプのものである。このタイプの動詞は、今回のテキスト調査では「見
付かる」、「聞こえる」、「捕まる」の 3 つがあった。この 3 例は『沖繩語辞典』にも載ってい
ないため、中南部方言においては存在しないと考えられる。 
「見付かる」→中南部方言では「ミアティユン(見付ける)」が多く使われる。 
(14)此
く
れー主人に見当
み あ
てぃらりーねー必
かんな
じ殺
くる
さりーる危険があるびけーやあらん、 (①) 
 方言のみ受身 共通語のみ受身 
① 55 5 
③ 1 0 
④ 1 8 
⑤ 11 45 
計 68 58 
大山 恵利奈 
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〔これは主人に見つけられると必ず殺される危険があるだけではなく、〕 
「これは主人に見付かると必ずどやされる危険があるのみならず」 
 
三つ目は、「2 人称の受身」の表現である。これは⑤で 1 例のみ確認された。 
(15)ならんどうんあれー、いったーや殺
くる
さりーしが、ちゃんぐとぅーすが (⑤) 
〔いやならば、お前たちは殺されるが、どうするか〕 
「いやならばお前たちは、殺さなければならないが、どうするのかね」 
 「2 人称の受身」は、話し手が聞き手の立場に移行する表現である。(15)では、「殺す」のは
話し手であるが、「殺される」聞き手の立場に移行した表現を使用している。 
 
中南部方言が A3 タイプや授受タイプの動詞を受身にしづらい(コンサルタント調査より)点、
自動詞の受身が共通語ほど多いとは言えない点を見ると共通語に比べ方言における受身の使用
頻度は低そうである。しかし、共通語に存在し中南部方言に無い自動詞があり、そのような場合
は他動詞による受身が積極的に使われる。さらに、「2 人称の受身」のように、共通語には無い
受身の表現もあるため、どちらでより受け身が使われやすいかということは一概には言えない。 
 
4. まとめと今後の課題 
格助詞に関しては先行研究の漠然とした記述よりも細かい使い分けを明らかにできた。ンカイ
とニの使い分けを明確にしたい。直接/間接受身に関しては、一部の動詞が共通語に比べ直接受
身になりにくいこと、自動詞の受身を作ることのできる動詞は中南部方言には確かに存在してい
るということがわかった。課題としては、自動詞の受身を作ることができる動詞や他動詞の迷惑
受身について細かく考察できなかったことがある。中南部方言と共通語間の違いについては、共
通語には存在している一部の自動詞が中南部方言においては存在せず、その場合は他動詞の受身
文が用いられやすくなることがわかった。 
 
参考文献 
津波古敏子(1997)「琉球列島の言語(沖縄中南部方言)」亀井孝・河野六郎・千野栄一編『言語学大辞典セレ
クション 日本列島の言語』東京: 三省堂／寺村秀夫(1982)『日本語のシンタクスと意味 I』東京: くろしお
出版／永田高志(1996)『琉球で生まれた共通語 琉球篇』東京: おうふう／野原三義(1998)『新編 琉球方言
助詞の研究』東京: 沖縄学研究所 
参考資料 
伊芸弘子(1992)『昔話研究資料叢書別巻 沖縄・首里の昔話』東京: 三弥井書店／宜志政信訳・夏目漱石原
作(2013)『吾んねー猫どぅやる 完結編』那覇: 新星出版／国立国語研究所(1969)『沖縄語辞典』東京: 大
蔵省印刷局／＿＿＿(1982)『方言談話資料(6)―鳥取・愛媛・宮崎・沖縄―』東京: 秀英出版／＿＿＿(1985)
『方言談話資料(8)―老年層と若年層との会話―』東京: 秀英出版／夏目漱石(1961)『吾輩は猫である』東京: 
新潮社
